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一
緒
に
行
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
学
部
生
は

午
前
中
に
３
組
に
分
け
、
院
生
は
午
後
に
実
施

し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
対
応
す
る
た

め
、
こ
の
日
に
各
人
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
付

与
し
、
学
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
使
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

３
月
23
日
に
立
ち
上
げ
た
危
機
管
理
対
策
本

部
の
会
議
で
、
授
業
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
を

検
討
し
ま
し
た
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
同
時
双
方

型
の
遠
隔
講
義
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、当
初
、

多
く
の
教
員
た
ち
は
、消
極
的
に
見
え
ま
し
た
。

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
は
初
め
て
聞
く
ツ
ー
ル
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
授
業
を

行
う
こ
と
そ
の

も
の
が
遠
い
世

界
で
し
た
。

　

流
れ
が
変

わ
っ
た
契
機

は
、
４
月
１
日

の
学
長
訓
示
で

す
。
こ
れ
を
30
分

間
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
い
ま
し
た
。

「
明
瞭
な
音
声
と

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

に
よ
る
資
料
説
明
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代

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ―

19（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
）が
世
界
中
で
猛
威
を
ふ
る
い
、
正
に
、
世
界

が
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
多

く
の
方
々
に
、心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
も
、
こ
の
感
染
症

で
多
大
な
る
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
卒
業
式
を

は
じ
め
、
多
く
の
行
事
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
感
染
防
止
に
努
め

な
が
ら
、学
生
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
守
り
、

６
月
１
日
に
は
対
面
授
業
再
開
に
漕
ぎ
着
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
ご
心
配
が
大
き
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
学
生
・
院
生
も
種
々
の
制
約

の
中
で
、よ
く
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
間
、
関
係
機
関
や
県
民
の
皆
様
か
ら
、
多

く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
日
々
変
化
す
る
状
況
の
中

で
、
全
教
職
員
と
各
種
委
員
会
も
力
を
発
揮
し

ま
し
た
。
正
に
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
き

た
感
じ
が
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―

19
は
授
業
の
方
法

に
変
革
を
も
た
ら
し
、
今
後
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
世
界
中
の
人
々
が
影
響
を
受

け
た
事
柄
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
本
学
の
経

験
を
ま
と
め
、
今
後
に
活
か
す
手
が
か
り
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
対

す
る
本
学
の
対
応
（
表
１
）」
お
よ
び
、「
危
機

管
理
対
策
本
部
」
の
組
織
図
（
図
１
）
も
ご
参

照
下
さ
い
。

　　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―

19
に
対
す
る
本
学
の
方
針
は
、

適
宜
、
学
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
各
委
員
会

か
ら
の
注
意
喚
起
と
し
て
発
出
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
方
針
は
、
以
下
の
3
つ
で
す
。

　

方
針
１
感
染
防
止
に
努
め
、
学
生
・
教
職
員

か
ら
感
染
者
を
出
さ
な
い
。

方
針
２
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
授
業
を
継
続

し
、
学
生
の
学
ぶ
権
利
を
保
証
す
る
。

方
針
３
大
変
革
期
に
あ
た
り
、
学
生
・
教
職

員
自
身
が
情
報
を
得
て
自
律
的
に
行

動
す
る
と
共
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―
19

と
共
存
す
る
世
界
を
見
据
え
て
必
要

な
準
備
を
す
る
。

　
１
．
卒
業
式
の
中
止
と
後
期
入
試
の
実
施

　

感
染
リ
ス
ク
を
考
え
た
時
、
本
当
に
残
念
な

こ
と
に
、
卒
業
式
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
断
腸
の
思
い
で
す
。

　

卒
業
生
主
催
の
謝
恩
会
に
関
し
て
は
、
卒
業

生
が
自
ら
中
止
を
決
め
ま
し
た
。
３
月
２
日
に

４
年
生
の
謝
恩
会
担
当
か
ら
全
教
職
員
に
、
３

月
18
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
謝
恩
会
の
中
止
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。「
自
分
た
ち
が
、
４
月
か

ら
看
護
職
者
と
し
て
医
療
機
関
で
働
く
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
私
た
ち
が
媒
介
者
に
な
る
こ
と

だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
、
謝
恩

会
担
当
全
員
で
話
し
合
っ
て
決
め
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
学
生
達
が
、
自
分
た
ち
の
役
割
を

考
慮
し
て
自
主
的
に
決
め
た
こ
と
、
就
職
後
に

受
持
つ
患
者
さ
ん
に
対
す
る
責
任
感
、
倫
理
観

が
伝
わ
っ
て
き
て
、
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

後
期
入
試
は
、
３
月
12
日
に
種
々
の
感
染
防

止
策
を
と
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

２
．
学
事
暦
を
ま
も
っ
て
授
業
を
実
施

　

本
学
の
入
学
式
は
、
毎
年
４
月
８
日
で
す
。

通
常
は
、
学
部
生
80
人
と
大
学
院
生
約
30
人
を

で
、
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
！
」
と
い
う
感
触
を
、

多
く
の
教
員
が
共
有
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
気

に
流
れ
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

授
業
の
開
始
時
期
を
遅
ら
せ
る
大
学
も
多
く

あ
り
ま
し
た
が
、
学
生
の
本
分
は
勉
強
す
る
こ

と
で
あ
り
、
大
学
に
は
、
授
業
を
す
る
責
任
が

あ
り
ま
す
。
３
月
下
旬
に
学
生
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
大
部
分
の
学

生
は
自
宅
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
難
し
い
10
人

程
の
学
生
た
ち
に
は
、
大
学
の
指
定
さ
れ
た
席

で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
授
業
に
用
い
る
た
め
に
、
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
か
ら
教
員
・
学
生
（
各

学
年
）・
院
生
へ
の
説
明
を
丁
寧
に
行
い
、
ま

た
、
各
研
究
室
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
担
当
者
を
決
め
ま

し
た
。
こ
の
頃
、
文
科
省
か
ら
も
、「
全
て
の

講
義
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
て
も
単
位
を
与
え

る
こ
と
を
認
め
る
」
旨
の
通
知
が
出
ま
し
た
。

４
月
15
日
の
第
１
回
教
育
研
究
審
議
会
で
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
正
規
の
授
業
と
し
て
認
め

る
」、「
教
員
の
在
宅
勤
務
を
認
め
る
」
こ
と
を

決
議
し
、
本
学
と
し
て
、
正
式
に
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
ま
し
た
。

　
「
４
月
５
月
は
対
面
授
業
を
実
施
し
な
い
」

こ
と
を
入
学
式
時
点
で
明
確
に
し
、
遠
方
の
新

入
生
は
帰
省
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
印
刷

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
１
年
生
に
は
印

刷
物
を
郵
送
し
、
図
書
館
は
、
学
生
が
自
宅
か

ら
で
も
図
書
を
借
り
出
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
開
始
後
は
、
授
業
の

工
夫
が
教
員
数
名
か
ら
紹
介
さ
れ
、
ま
た
、
Ｆ

Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
委
員
会
も
講
演
会
を
開
催
し
て
、
教

員
の
技
量
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

オンライン授業の様子
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受
け
入
れ
が
難
し
い
施
設
が
出
る
中
、
種
々
の

調
整
の
結
果
、
全
て
の
４
年
生
が
、
実
習
で
き

る
予
定
で
す
。
追
加
で
実
習
生
を
引
き
受
け
て

い
た
だ
け
る
施
設
の
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。

４
．
授
業
再
開
の
準
備

　

５
月
14
日
に
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
地
域
が

縮
減
さ
れ
、
大
分
県
で
も
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
か
ら
段

階
的
に
対
面
授
業
を

行
う
こ
と
を
、
５
月

20
日
の
教
育
研
究
審

議
会
で
決
定
し
ま
し

た
。
３
つ
の
密
を
避

け
る
た
め
に
、
①
対

面
授
業
に
よ
る
登
校

は
２
学
年
ま
で
、
②

一
日
の
中
で
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
と
対
面
授

業
と
を
混
在
さ
せ
な

令和2年6月1日現在

班 主な業務 主な担当

学生の体調管理、心理的ケアに関すること
学生への注意喚起に関すること
学生の生活実態の調査、生活支援に関すること
サークル活動の運営支援に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教室等の消毒・換気に関すること
「密閉」、「密集」、「密接」の防止に関すること
消毒・換気に関する学生への指示・指導に関すること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教室の確保、教室の配分計画、学生の配席計画に関すること
非常勤講師（学部）の対応に関すること
演習の実施に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
実習計画の策定に関すること
実習施設との連絡調整に関すること

大学院生の体調管理に関すること
大学院生の研究支援に関すること
大学院の実習に関すること（各コースで対応）
非常勤講師（大学院）の対応に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　

Zoom等を活用した遠隔授業の実施支援に関すること
教職員の遠隔会議の実施支援に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　

学外への情報発信に関すること（HPの管理など）

物品・備品の調達・管理に関すること
施設の管理に関すること
委託業者との連絡調整に関すること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

危機管理対策本部会議の運営に関すること
学内での情報共有に関すること
学外機関との連絡調整に関すること
他の班に属さないこと

危機管理対策本部(新型コロナウイルス感染防止関連）組織図

学長

事務局長

学部長

研究科長

情報ネットワーク
委員長

学生生活支援委員会
事務局教務学生グループ

生体反応学研究室
実習運営小委員会
保健室

教育研究委員会

看護学実習委員会

研究科教育研究委員会

情報ネットワーク委員会

広報委員会

事務局財務グループ

事務局総務グループ

学生支援班

消毒・衛生班

授業支援班

実習指導班

大学院班

情報支援班

広報班

調達管財班

総務班

１　卒業式・修了式の中止
　・�３月18日に予定していた卒業式・修了式を中止
　・�卒業生・修了生向けの学長メッセージや卒業生名簿等を郵送

２�　後期大学入試について感染防止策を施して実施
　・�入り口を１カ所に固定し、入室者全員に手指消毒を要請
　・�受験会場数を大幅に増やし、密集を回避するなどの措置を実施

３　危機管理対策本部を立ち上げ
　・�３月23日に組織を立ち上げ（組織図参照）、課題の共有
や対処方針を検討

４�　入学式を学部は午前中、大学院は午後に分け、
� 時間短縮のうえ実施
　・�学部入学生は３グループに分けて、それぞれで入学許可
と学長式辞を実施

５　本学関係者以外の立ち入りを制限
　・�３月６日以降、大学図書館への一般利用者の入館を制限
　・�４月16日から大学校舎内への関係者以外の立ち入りを制限

６�　遠隔会議システムZoomを活用して、学事歴どおりに
� 授業を開始
　・�当分の間、原則としてZoomを活用した授業を全学年に
実施（事前に教員、学生に講習会を実施）。※６月１日より、
段階的に対面授業を再開

　・�Wi-Fi 環境が整っていない学生には大学での受講を許可
（使用教室の消毒体制を整備し、各自が使用前後に消毒）

　・�５、６月に予定されている実習を全て演習に振り替え、そ
の演習についても可能な限りオンラインで実施

７�　学生、教職員に対して授業、生活などの注意喚起を実施
　・�感染リスクの高い場所・地域への出入りを回避すること、実

習前２週間の行動調査を行う可能性があり、その結果によっ
ては実習を許可しない事態もありうることなどを注意喚起

　・�体調管理表（体温、体調等の記録）を毎日記録するよう要請

８�　後援会総会、若葉祭（学園祭）、ホームカミングデイ等
� 全学的な行事の中止
　・�学内での「３つの密」が想定される諸行事を中止又は延期

９�　政府の支援策等を活用した学生支援策を展開
　・�授業料減免措置を継続して実施
� （日本学生支援機構の事業を活用）
　・�学生支援緊急給付金の募集を開始（５月26日）

３
．
学
生
・
教
職
員
の
感
染
防
止
と
実
習

　

学
生
お
よ
び
教
職
員
の
感
染
予
防
に
関
し
て

は
、
先
ず
は
、
注
意
喚
起
で
す
。
学
生
生
活
支

援
委
員
会
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
授
業
・
学
生
生
活
に
つ
い
て
」
を
配

布
す
る
と
共
に
、
体
調
管
理
表
を
作
成
し
て
毎

日
検
温
を
す
る
こ
と
、
無
理
し
て
登
校
し
な
い

こ
と
、
休
ん
だ
場
合
に
は
、
後
日
、
体
調
管
理

表
に
依
っ
て
救
済
す
る
こ
と
等
を
ア
ナ
ウ
ン
ス

し
ま
し
た
。
各
学
年
の
部
屋
を
決
め
、
使
用
可

能
な
机
に
は
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
し
た
。
消
毒
用

物
品
を
各
部
屋
に
揃
え
、
各
自
が
使
用
の
前
後

に
消
毒
し
、
液
の
補
充
等
も
行
う
よ
う
に
し
ま

し
た
。
自
粛
生
活
が
長
引
く
中
で
は
、
心
の
健

康
維
持
に
つ
い
て
も
資
料
配
布
し
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
生
活
（
経
済
）
面
で
の

困
り
ご
と
は
、
５
月
上
旬
に
調
査
し
ま
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
の
減
少
、
印
刷
代
が
か
か
る
こ
と

等
々
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
が
、政
府
の
「「
学

び
の
継
続
」
の
た
め
の
『
学
生
支
援
緊
急
給
付

金
』」
が
出
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
申
請
受
付

を
速
や
か
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
学
生
か

ら
の
要
望
「
学
内
で
の
ス
マ
ホ
の
充
電
」
は
速

や
か
に
認
め
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、４
年
生
の「
地
域
看
護
学
実
習
」「
在

宅
看
護
論
実
習
」
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
工
夫
し
な

が
ら
実
施
し
、
１
～
４
年
生
が
高
齢
者
宅
を
訪

問
す
る
「
予
防
的
家
庭
訪
問
実
習
」
と
１
年
生

の
「
初
期
体
験
実
習
」
は
中
止
し
ま
し
た
。
６

月
15
日
か
ら
は
、
４
年
生
の
「
総
合
看
護
学
実

習
」
を
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
35
カ
所
の
医
療

機
関
で
、
極
力
注
意
し
な
が
ら
開
始
し
ま
す
。

表１　新型コロナウイルス感染拡大防止に
	 対する本学の対応

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

⬅

図１　「危機管理対策本部」の組織図
　　　　　（令和２年６月１日現在）

各部屋に備えた消毒物品
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求
め
る
人
材
、
優
秀
な
入
学
生
を
継
続
的
に
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
部
門
で

す
。
少
子
化
の
進
む
現
代
社
会
、
ま
た
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
未
知
な
る
社
会
に
対

応
で
き
る
看
護
専
門
職
を
し
っ
か
り
育
成
し
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
看
護
人
材
を
輩
出
す
る
と

い
う
本
学
の
使
命
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
高
校
と
大
学
が
連
携

し
、
本
学
が
求
め
る
「
豊
か
な
感
性
を
も
ち
、

基
礎
的
学
力
・
思
考
力
を
備
え
、
主
体
的
な
行

動
が
と
れ
る
」
と
い
う
本
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ポ
リ
シ
ー
と
マ
ッ
チ
す
る
方
々
に
入
学
し
て

い
た
だ
く
活
動
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

と
い
う
新
た
な
入
試
制
度
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

本
学
が
ど
の
よ
う
な
教
育
方
針
の
も
と
、
ど
の

よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
な
入
試
を
行
っ
て
い

る
の
か
、
入
試
制
度
の
変
更
の
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
お
い
て
、
高
校
側
に
丁
寧
に
説
明
し
、
ご

理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
高
等
学
校
を
退
職
さ
れ
た
先
生

に
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
の
メ
ン
バ
ー

の
一
人
と
し
て
ご

就
任
い
た
だ
き
、

高
校
と
の
強
い
連

携
を
図
り
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
高

校
の
進
路
支
援
状

況
や
高
校
教
諭
の

お
立
場
や
考
え
方

に
精
通
し
、
本
学

が
高
校
に
対
し
て

配
慮
す
べ
き
こ
と

な
ど
を
客
観
的
に

指
摘
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、

高
等
学
校
の
進
路

指
導
の
先
生
方

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
を

設
置
し
ま
し
た

　

２
０
２
０
年
４
月
１
日
に
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
は
、
本
学
が

大 学
の 今

と
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
で
、

本
学
の
教
育
方
針
や
入
試
状
況
に
つ
い
て
情

報
提
供
や
意
見
交
換
が
で
き
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

高
校
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
本
学
の

改
善
改
革
に
勢
い
を
つ
け
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

看
護
師
・
助
産
師
・
保
健
師
国
家
試
験

全
員
合
格
！ 

　

２
０
１
９
年
度
、
本
学
の
看
護
師
・
助
産
師
・

保
健
師
国
家
試
験
受
験
者
は
、
全
員
合
格
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
格
し
た
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
年
、
合
格
発
表
は

卒
業
式
後
に
な
り
ま
す
が
、
特
に
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
卒
業

式
が
中
止
と
な
り
、
国
試
対
策
に
本
気
で
取
り

組
ん
で
い
た
卒
業
生
た
ち
に
、
直
接
お
祝
い
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で
し
た
。

　

第
１
０
９
回
看
護
師
国
家
試
験
は
全
国
で
約

６
５
、０
０
０
人
が
受
験
し
、
約
５
８
、０
０
０

※ 本学では、このようなポスターを学内に掲示するなどし、
国家試験合格に向けて取り組んでいます。

正中神経の圧迫によって知覚異常を生じる部位はどれ
か。（第108回看護師国家試験	午前問題)	
	

看護師国家試験問題を解いてみよう！	
国試まであと137日（10月3日時点） 
看護師国家試験日：2020年2月16日（日） 

問題1	

答え		
				C	

劇薬の表示で正しいのはどれか。	
（第106回看護師国家試験	午前問題)	

	

答え		
			④	

問題3	

問題2	

成人女性に膀胱留置カテーテルが挿入されている場合、
体内に留置されている長さで最も適切なのはどれか。	
（第105看護師国家試験	午前問題)	

	

答え		
			③	

4年⽣は10⽉12⽇（⼟）テコム第2回模試が21，22���������

国試対策小委員会	

い
、
③
対
面
授
業
は
登
校
時
の
混
雑
を
避
け
る

た
め
に
２
限
目
か
ら
実
施
す
る
等
の
原
則
を
立

て
、
教
育
研
究
委
員
会
が
全
部
の
時
間
割
を
組

み
替
え
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
、
入
学
式
以
来
、
初
め
て
登
校
し

た
１
年
生
は
、「
大
学
に
来
る
と
一
緒
に
学
ん

で
い
る
人
が
分
か
る
の
で
安
心
感
が
あ
り
ま

す
」
と
本
当
に
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

５
．「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ	

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ɪ
19
」
の

　
　
時
代
に
向
け
て

　

今
回
、
授
業
の
継
続
や
対
面
授
業
の
再
開
を

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
時
に
、
学
部
生
か
ら
「
大
丈

夫
か
」「
未
だ
早
い
の
で
は
無
い
か
」
と
心
配

す
る
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
の
心

配
は
、
保
護
者
の
心
配
で
も
あ
り
ま
す
。
質
問

し
た
学
生
一
人
一
人
に
、
本
学
の
考
え
や
準
備

状
況
を
回
答
す
る
と
同
時
に
、
全
学
生
と
教
職

員
に
も
知
ら
せ
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―

19
は
、

未
だ
未
だ
気
の
抜
け
な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

感
染
予
防
に
気
を
付
け
つ
つ
、
大
学
と
し
て
の

日
常
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
次
に
活
き
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

1　
今
回
の
経
験
を
、
今
後
の
大
学
運
営
に

　
　
活
か
す

　

今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―

19
を
契
機
に
実
施
で
き
て

い
ま
す
。
修
士
課
程
Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
の
院
生
は
、

医
療
機
関
で
働
く
看
護
師
が
中
心
で
す
。
県
内

各
地
か
ら
仕
事
を
終
わ
っ
て
本
学
に
駆
け
付
け

る
の
で
交
通
事
故
も
心
配
で
、
以
前
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
目
下
、
研
究
科
教
育
研
究
委
員
会
を
中
心

に
、
次
年
度
以
降
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
を

希
望
す
る
科
目
を
調
査
中
で
す
。

　

今
回
、
本
学
が
速
や
か
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
取
り
組
め
た
の
は
、
２
年
前
に
、
学
内
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
今
回
、
大
変
有
効
だ
と
分
か
り
ま
し
た
の

で
、
新
た
に
、
交
流
棟
等
の
ネ
ッ
ト
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
開
学
後
20
年
経
っ

た
今
、
学
内
を
再
点
検
し
、
必
要
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
次
世
代
に
活
躍
す
る
看
護
職
の
育
成

　

今
回
、
予
測
不
能
な
事
態
が
次
々
に
生
じ
、

な
か
な
か
外
れ
な
か
っ
た
規
制
が
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
併
用
、

ロ
ボ
ッ
ト
や
ア
バ
タ
ー
の
活
用
も
進
み
、
看
護

職
が
「
寄
り
添
う
」
方
法
自
体
が
変
わ
り
ま

す
。Society�5.0

の
時
代
に
看
護
を
担
う
学
生

に
は
、
文
理
横
断
的
な
知
識
や
論
理
的
思
考
力

を
持
っ
て
、
自
ら
改
善
・
改
革
し
て
い
く
逞
し

さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本
学
は
、
科
学
の
基
盤

に
立
っ
て
柔
軟
に
思
考
し
、
変
化
に
適
応
で
き

る
、
人
間
性
豊
か
な
看
護
職
の
育
成
に
、
更
に

力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
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人
が
合
格
し
ま
し
た
。
毎
年
合
格
率
は
ほ
ぼ
変

わ
ら
ず
、
受
験
生
の
約
９
割
が
合
格
し
ま
す
。

９
割
合
格
す
る
試
験
な
ら
ば
、「
受
け
れ
ば
合

格
す
る
簡
単
な
試
験
」
の
よ
う
で
す
が
、
逆
に

言
え
ば
「
１
割
は
必
ず
不
合
格
が
で
る
試
験
」

と
も
言
え
ま
す
。
特
に
、
８
割
以
上
正
解
し
な

い
と
不
合
格
に
な
る
必
修
問
題
が
導
入
さ
れ
て

お
り
、
合
格
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

低
学
年
の
時
か
ら
対
策
を
始
め
た
学
生
も
い

ま
す
が
、
多
く
の
学
生
は
、
４
年
生
４
月
の
国

試
対
策
ガ
イ
ダ
ン
ス
後
、
問
題
集
や
参
考
書
を

購
入
し
、
各
自
で
国
試
対
策
勉
強
を
始
め
ま
し

た
。
年
間
９
回
、
業
者
模
試
を
利
用
し
て
全
国

で
の
自
分
の
成
績
を
確
認
し
、
繰
り
返
し
解
き

な
お
す
こ
と
で
力
を
つ
け
ま
し
た
。
所
属
の
研

究
室
の
先
生
方
に
も
、
見
守
っ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
２
月
中
旬
の
受
験
日
ま
で
各
自
で
勉
強

を
進
め
ま
し
た
。
各
学
生
が
本
当
に
よ
く
頑
張

り
ま
し
た
。

　

学
生
の
自
主
的
な
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
全

員
合
格
を
達
成
す
る
た
め
に
、
本
学
で
は
３
つ

の
こ
と
を
重
点
的
に
支
援
し
ま
し
た
。
①
学
生

が
学
習
す
る
環
境
の
確
保
：
卒
業
研
究
終
了
後

の
国
試
対
策
が
本
格
化
す
る
冬
の
時
期
、
学
内

の
演
習
室
等
を
夜
間
、
休
日
を
含
め
利
用
で
き

る
よ
う
提
供
し
ま
し
た
。
②
学
生
へ
の
情
報
提

供
：
勉
強
方
法
や
使
用
す
る
問
題
集
、
予
想
問

題
等
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
、
必
要
な
情
報
を

必
要
な
時
期
に
学
生
に
提
供
し
ま
し
た
。
③
自

分
の
成
績
を
把
握
す
る
仕
組
み
づ
く
り
：
毎
回
、

模
試
を
自
己
採
点
す
る
こ
と
で
各
学
生
が
自
分

の
力
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
教
員
も
個

別
に
支
援
が
必
要
な
学
生
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把

握
で
き
ま
し
た
。

　

本
学
を
卒
業
す
る
時
は
、
看
護
職
と
し
て
の

ス
タ
ー
ト
地
点
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
時
に
確

実
に
国
家
資
格
を
手
に
し
て
新
し
い
道
を
進
ん

で
い
け
る
よ
う
、
２
０
２
０
年
度
も
全
員
合
格

の
た
め
に
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

退職教員のご紹介
　令和２年３月 31日で退職され
た皆様です。大変お世話になりま
した。新任地でのご活躍を祈念い
たします。

基礎看護学研究室　教授　廣田 真里
　皆様こんにちは。
　４月１日から基礎看護学研究室に着任しました。
　前職は国立病院機構の看護部長で大学での勤務
は初めてになります。COVID-19の影響で例年に
ない学生不在の中で早々にリモートでの授業・会
議が始まりました。“ 慣れない ” と言っている間

もなく、教育現場の真っただ中に居ることを感じる今日この頃です。
学生さんには看護の奥深さとともに看護する喜びを伝え、共に成長
していきたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

地域看護学研究室　助教　木嶋 彩乃
　４月から地域看護学研究室に着任いたしました。
学生のみなさんとの関わりや様々な機会を丁寧に
積み重ねて、私自身も成長していきたいです。大
分での生活も楽しみなので色々教えていただける
と嬉しいです。どうぞよろしくお願いいたします。

アドミッション・オフィス　アドミッション専門員
大久保 和弘
　１、より円滑な高大連携を推進する。２、積極的な
広報活動により本学の一層のイメージアップに努め
る。以上２点に尽力することで少しでも大学の発展
に寄与できたらと思います。よろしくお願いします。

新任教職員の
ご紹介

22年間、本学に勤務された
伊東朋子先生から
メッセージをいただきました。
武蔵野通信　創刊号

伊東 朋子
　 払拭しても払拭しきれぬ思い出多

い貴学での 22 年間を後に、本年
３月定年退職し、４月より吉川加

奈子先生と同じく東京医療保健大学立川看護学部に赴任することになりました。新任
地は多摩川中流域武蔵野の台地にありますが、同じ看護を目指す若者とともにまた過
ごせる邂逅を感じております。今後、風のひろばの読者の方々と本学の関係者一同
が連帯し、ともに医療の一翼を担うことを期待して武蔵野通信の創刊と致します。

メッセージご紹介

職　名 氏　名
教　授 伊　東　朋　子

准教授 川　崎　涼　子

助　教 安　部　真　紀

助　教 吉　川　加奈子

事務局教務学生グループ　主査　佐藤 英
　４月から事務局教務学生グループに着任しました。
前任は、大分県健康づくり支援課で難病対策等の業
務を保健師さんとともに行っていました。専門職で
ある保健師さんは、幅広い知識に加え調整力に長け
ており、とても頼れる存在でした。
　皆さんも目標に向かって頑張ってください。陰な

がら応援しています。
　最近は運動不足気味なので、テニスコートや体育館を目の当たりにし
て「いいなぁ」と思いながら通り過ぎています。どうぞよろしくお願い
します。（誘ってください）

事務局総務グループ　主査　松尾 美沙
　４月から事務局総務グループに着任しました。
理事会や研究倫理・安全委員会の事務などを担当
しています。こちらに来る前は県の福祉保健企画
課にいました。保健師の方もいて、真摯に業務に
取り組まれる姿を見て尊敬しておりました。その
ような看護の分野を目指す学生のみなさん、また

育てる教職員のみなさんの支援ができればと思います。どうぞよろ
しくお願いします。
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卒業生
・

在学生の声
2019年度

学生表彰受賞者紹介

学長賞
鶴留 叶風さん

　就職してやがて２ヶ
月が経ちます。業務はま
だ覚える事が多く、目の前

の一つひとつの事に必死な毎日
です。しかしそんな中でも大学での経験は
私の心の支えになっています。特に実習で
患者さんと自分なりに真摯に向き合った事、
そこから学ばせていただいた事は今の自分
の看護の姿勢の基本になっていると思いま
す。これから様々な課題があると思います
が、４年間を乗り越えたという自信のもと
努力を続けたいと思います。

卒業研究優秀賞
宮丸 佳子さん

　私は、昨年度卒業し、
現在大分市内の病院で働
いています。COVID-19 が

流行し、研修が短縮されたりな
くなったりと大変ですが、学生時代に培って
きた知識や実習で経験したことが今、実際に
生かせているなと思うことが多々あります。
実習や課題は大変だと思いますが、必ず現
場で力となるので頑張ってください。実習が
なくなり不安等あると思いますが、皆さんの
やってきたことが実るよう応援しています！
ぜひ素敵なナースになってください♪

奨励賞
（３年次生）
渡部望雄磨さん

　今回は奨励賞という素
晴らしい賞をいただき大変

嬉しく思っています。僕が入学
した時は、女子生徒の多さに多少不安を覚え
ました。しかし、現在では同じ学年のみんな
や少ない男子で、忙しい生活の中楽しく過ご
しています。最近僕は昼休みや空き時間に行
うキャッチボールにハマっているため、早く
元の生活に戻りまた友達としたいと感じてい
ます。この大学はとてもお勧めです。大学生
活はあっという間のため、最高の思い出を作
れるように日々を大切にしていきたいです。

奨励賞（３年次生）
清田　和さん

　今年で、大学生活の
半分が過ぎました。今
までの２年間は、とて

も充実したものでした。楽しいことだけでな
く、実習や難しい科目の勉強はきついと思っ
たこともありました。しかし、テスト前に
一緒に勉強してくれる友達、理解するまで
教えてくれる先生方のおかげで有意義な学
生生活を送ることができています。今年は、
秋に３ヶ月実習がありますが、学内で学ん
だ専門的な知識や技術を臨床の場で実践で
きるように頑張っていきたいと思います。

優秀賞
姫野 ゆりさん

　私は今、教育現場で働
いています。生徒になか
なか会えなかったり、予

定していたことが白紙に戻っ
たりなど学生時代には想像もしていなかっ
た日々を送っています。そんな不測の日々
ですが、生徒が安心して登校できる環境を
整えるなど充実した毎日です。学生の皆さ
んも実習や就活など不安があることでしょ
う。「数年後の自分が胸を張れる時間である
か」学生時代、私が大切にしていたことです。
未来の自分が胸を張れる時間を。今だから
こそできることを。必ず「あの時、頑張っ
てよかったな」と思える日が来ます。皆さ
んのことを応援しています。

奨励賞（２年次生）
奥山紗久来さん

　この度、このような
賞を頂きありがとうご
ざいます。私が頂いて

良いのかと、とても驚くとともに大変嬉し
く思っています。大学に入学して想像以上
に勉強面などで大変なことも多く辛い時も
ありましたが、ここまで何とか乗り越えて
こられたのは先生方のご指導や周りにいる
友達のあたたかさ、家族の支えのおかげだ
と思っています。これから、将来立派な看
護職者になれるように努力していきたいと
思います。本当にありがとうございました。

学生賞
吉澤 賢成さん

　こんにちは。昨年度本学
を卒業しました、吉澤賢成
です。コロナウイルスの流行

によって、大学生活やプライベー
ト面でもいろいろと大変な時期なのではないか
と心配しております。ストレスは溜めずに人それ
ぞれの形で発散してくださいね。普段何気ない
ことを話したり相談したりできる友達を持つこと
はとても大切です。現在看護師として働いてい
ますが、改めて感じています。また、新１年生は
分からないことが多くあると思います。先生方は
みんな優しいです。大学生活の悩みとか勉強の
こととかなんでもいいです、聞いてみてください。
　今後同じ道を歩んでいく仲間として、みんな
で頑張ってください。応援しています。

奨励賞（３年次生）
後藤 暖乃さん

　新型コロナウイルス感
染症の影響で、私たち学
生は自宅でオンライン授業

を受けています。オンライン授
業には慣れてきましたが、テストや実習は
どうなるのかなど不安なこともまだまだあ
ります。大学で講義をうけ、友人とたわい
もない会話をしていた当たり前の日々がと
ても充実した時間だったんだと感じていま
す。少しでも早く当たり前の日常を取り戻
すために外出自粛や手洗いうがいなど自分
にできることを行っていきたいです。

奨励賞（２年次生）
髙田 祐莉さん

　２年次への進級にあた
り、奨励賞を頂けたこと
をとても光栄に思います。

この大学に入学し、自分の学力
や知識の浅さに引け目を感じることがあり
ました。しかし、様々な場面で友人や先輩
方に助けてもらい、今では充実した大学生
活を送ることが出来ています。特に、実習
中の友人の存在は、自分自身を奮起させて
くれる存在でもありました。現在、新型コ
ロナウイルスの影響で、オンライン授業と
いう非日常の日々が続いていますが、また
大学に行くことを楽しみにしています。

卒業生

 在学生

　今年は新型コロナウイルス感染症
の流行により、卒業生・在学生達は
不安定な状況の中、新年度をスター
トし、それぞれの環境で頑張ってい
ます。2019年度に学生表彰を受賞
された皆さんに、今の状況やそれぞ
れの思いを自由に語っていただきま
した。

優秀賞
野々下 実さん

　私は今、先輩看護師の指導
のもと、毎日患者さんのケアを
しています。私にできることはま

だまだ少なく、悔しい思いをするこ
とも多いですが、臨床現場で患者さんから学ぶことは
やはり多いと日々実感しています。知識や技術を身に
つけながら、患者さんが入院中や退院後も安心して過
ごせるよう、関わっていきたいです。
　在学中、私は謝恩会委員代表を務めていましたが、
新型コロナウイルス感染症により謝恩会を中止せざる
を得ませんでした。卒業式も中止となり寂しい３月で
したが、そんな時、先生方から激励の言葉が綴られた
メッセージ動画が届き、とても励まされました。
　この状況がいつ収束するか分からない中で勉学に励
む後輩のみなさんの不安は大きいと思いますが、今で
きることから少しずつ取り組み、お互い頑張りましょう。
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人
体
最
大
の
臓
器
で
あ
る
皮
膚
は
、生
命

維
持
に
不
可
欠
な
多
彩
な
機
能
を
持
っ
て
い

ま
す
。そ
の
中
で
も
特
に
重
要
な
の
が
皮
膚
バ

リ
ア
機
能
で
す
。近
年
の
研
究
で
、乾
燥
や
湿

疹
な
ど
皮
膚
バ
リ
ア
機
能
の
低
下
し
た
皮
膚

か
ら
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
経
皮
感
作（
曝
露
）が
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
発

症
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。ま
た
、皮
膚
疾
患
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
不
快
な
症
状
や
外
見
の
変
化

は
、新
生
児
の
身
体
的
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

母
親
の
育
児
ス
ト
レ
ス
や
育
児
不
安
の
増

大
、自
己
効
力
感
低
下
な
ど
様
々
な
問
題
が

生
じ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、新
生
児
の
皮
膚
バ

リ
ア
機
能
を
良
好
に
保
つ
保
清
方
法
は
何
か

を
明
ら
か
に
し
、科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
最

適
な
保
清
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
が
、母
児

の
心
身
の
健
康
と
Q
O
L
の
向
上
に
重
要
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、日
本
で
は
古
来
か
ら
新
生
児
を

産
湯（
沐
浴
）に
入
れ
る
慣
習
が
あ
り
、こ
れ

ま
で
皮
膚
に
適
し
た
保
清
方
法
に
関
す
る
科

学
的
な
検
証
が
十
分
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。2
0
1
6
年
に
実
施
し
た
全
国
の
分
娩

施
設
に
対
す
る
調
査
で
は
、入
院
中
の
新
生

児
の
保
清
方
法
に
統
一
見
解
は
な
く
、ど
の

よ
う
な
保
清
方
法
を
選
択
す
る
か
は
施
設
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
現
状
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、ま
ず
ス
キ
ン
ブ
ロ
ッ
テ
ィ
ン
グ

法
を
用
い
た
早
期
新
生
児
の
皮
膚
評
価
指
標

の
開
発
を
試
み
ま
し
た
。そ
の
結
果
、炎
症
性

サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
I
L
―
6
と
T
N
F
―
α

の
検
出
に
よ
っ
て
、新
生
児
の
皮
膚
状
態
の

評
価
が
可
能
で
あ
り
、新
た
な
ス
キ
ン
ア
セ

ス
メ
ン
ト
技
術
と
な
り
得
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
技
術
の
ほ
か
に
、経
皮
水
分
蒸
散
量

や
ｐ
H
な
ど
の
皮
膚
バ
リ
ア
機
能
や
皮
膚
所

見
を
評
価
項
目
に
加
え
て
、生
後
5
日
間
の

間
、沐
浴
し
た
場
合
と
沐
浴
し
な
い（
ド
ラ
イ

テ
ク
ニ
ッ
ク
）場
合
の
ど
ち
ら
の
方
が
早
期

新
生
児
の
皮
膚
の
健
常
性
維
持
に
適
し
て
い

る
の
か
を
検
討
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、皮
膚

バ
リ
ア
機
能
は
沐
浴
を
し
な
い（
ド
ラ
イ
テ

ク
ニ
ッ
ク
）方
が
沐
浴
す
る
よ
り
も
良
好
で

し
た
。ま
た
、沐
浴
を
し
な
い（
ド
ラ
イ
テ
ク

ニ
ッ
ク
）方
が
外
部
刺
激
や
炎
症
に
よ
り
誘

導
さ
れ
る
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
発
現
も

少
な
い
こ
と
か
ら
、生
後
5
日
ま
で
は
沐
浴

よ
り
も
沐
浴
を
し
な
い（
ド
ラ
イ
テ
ク
ニ
ッ

ク
）方
が
皮
膚
の
健
常
性
を
維
持
す
る
保
清

方
法
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、早
期
新
生
児
期
の
保
清
方
法
が

将
来
の
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発

症
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、長

期
的
な
追
跡
研
究
を
行
い
、保
清
ケ
ア
の
有

効
性
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
の
取
り
扱
う「
情
報
」の
大
部
分

は
、患
者
さ
ん
に
と
っ
て
他
人
に
は
知
ら
れ

た
く
な
い
個
人
情
報
で
す
。し
か
し
、「
患
者

情
報
を
保
存
し
て
い
た
U
S
B
メ
モ
リ
が
所

在
不
明
に
な
っ
た
」、「
院
外
に
無
断
で
持
ち

出
し
紛
失
し
た
」と
い
っ
た
不
適
切
な
取
り

扱
い
事
故
が
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
事
故
を
減
ら
す
に
は
、ま
ず
は
、実

際
に
看
護
師
が
起
こ
し
た
患
者
情
報
の
取

り
扱
い
事
故
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

過
去
に
起
き
た
事
故
に
つ
い
て
新
聞
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
た

記
事
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、看
護
師
が
起
こ

し
や
す
い
主
な
事
故
は
、「
院
内
で
U
S
B
メ

モ
リ
を
紛
失
し
た
」、「
許
可
な
く
患
者
情
報

を
持
ち
出
し
紛
失
し
た
」、「
書
類
を
違
う
患

者
に
渡
し
た
」、「
業
務
に
関
係
な
い
電
子
カ

ル
テ
を
閲
覧
し
た
」と
い
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、事
故
の
中
に

は
、「
S
N
S
へ
患
者
に
関
す
る
不
適
切
な
投

稿
を
し
た
」も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
に
は
、現
場
の

ル
ー
ル
を
よ
り
厳
し
く
し
た
り
、技
術
的
な

対
策
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、私
は
、学
生
さ
ん
や
現
場
の
看
護
師

さ
ん
に
対
す
る
情
報
倫
理
教
育
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。実
際
に
現
場
で
起

き
て
い
る
こ
と
を
知
り
、そ
れ
を
踏
ま
え
た

教
育
を
行
う
こ
と
で
、事
故
に
つ
な
が
る
行

動
に「
気
づ
か
な
い
」と
い
う
状
況
か
ら
、「
こ

れ
危
な
い
！
」と
事
前
に
気
づ
け
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。す
で
に
教
育
用
の

教
材
と
し
て
、研
究
室
の
学
生
さ
ん
と
事
故

事
例
集
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、医
療

現
場
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
知
る
だ
け
で
な

く
、す
で
に
多
く
の
学
生
さ
ん
が
高
校
ま
で

に
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、大
学
で
行
う
べ
き
情
報
倫
理
教
育
は
、

高
校
ま
で
に
学
ん
だ
情
報
モ
ラ
ル
教
育
と
の

連
続
性
を
持
つ
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。そ
こ
で
、現
在
は
、「
高
校
ま
で
の
連
続

性
」、「
現
場
へ
の
連
動
性
」を
考
慮
し
た
看
護

情
報
倫
理
の
教
育
モ
デ
ル
の
開
発
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
、今
年『
看
護
技
術（
メ
ヂ
カ
ル
フ

レ
ン
ド
社
）』と
い
う
雑
誌
に「
看
護
師
が
注

意
す
べ
き
患
者
の
個
人
情
報
取
り
扱
い
」と

い
う
テ
ー
マ
で
連
載（
1
月
～
12
月
号
）を

行
っ
て
い
ま
す
。事
故
事
例
を
紹
介
し
、そ
の

問
題
点
と
事
故
防
止
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
解
説
を
し
て
い
ま
す
。3
月
に
定
年

退
職
さ
れ
た
伊
東
朋
子
先
生（
現
東
京
医
療

保
健
大
学
）と
一
緒
に
執
筆
し
て
い
ま
す
の

で
、機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

研 究 紹 介
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
早
期
新
生
児
期
の
保
清
方
法
の
あ
り
方
に
関
す
る

研
究

患
者
情
報
の
取
り
扱
い
事
故
の
分
析
と
事
故
防
止
の
た
め
の

教
育
教
材
の
作
成

助産学研究室　准教授

樋口　幸

健康情報科学研究室　准教授

品川　佳満
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8月 22日㈯
26日㈬･27日㈭

大学院入学試験
大学院研究中間報告会、大学院研
究計画報告会、論文レビュー報告会

9月 5日㈯
4日㈮～
　　11月27日㈮

夏期休業終了
老年･成人看護学実習Ⅰ･Ⅱ
小児、母性、精神看護学実習

10月 31日㈯ 第22回看護国際フォーラム（Web)

11月 23日（月･祝） 学校推薦型選抜試験および
社会人選抜試験

12月 2日㈬～3日㈭
7日㈪～21日㈪
24日㈭

卒業研究発表会
看護アセスメント学実習
冬期休業開始

Schedule［スケジュール］

※スケジュールは、変更になる場合があります。

看護ひとくち
メ
モ

夏場のマスク、熱中症に注意！
こまめに水分補給をして予防しよう！
　「新しい生活様式」では、症状がなくてもマスクを着用するよう
求められています。今年の夏は全国的に平年より気温が高くなり、
新型コロナウイルスの感染対策としてマスクを着用することで熱
中症のリスクが高まっています。

★マスクで熱中症リスクが上がる原因は？
・顔から首表面が覆われることで体温が上がりやすくなる。
・口元に湿気が溜まり喉の渇きを感じにくくなる。
��そのため熱が体にこもり、気づかないうちに脱水症状を起こす恐
れがあります。

★ マスクを付けてコロナと熱中症を同時に予防する方法としては
①３食をきちんと食べる。
②�「のどが渇いたな」と感じ始めたら水分摂取（多量のカフェイン
摂取を控える。）
③経口補水液を家族１人２本×３日分常備しておく。
④�クーラーをすぐつけられるよう調整し、暑いと感じる場所にいない。
⑤�換気をこまめにし、湿度も高くならないよう注意（環境省ウェブ
サイトで毎日発表される「暑さ指数」もチェック）
⑥快適な環境でよく睡眠をとる。（疲労も熱中症リスク）
⑦�人混みを避けた散歩や、室内での軽い運動を行う。
　マスクを付けていると、首や顔の表面温度が上がりやすく、呼吸
により負荷がかかるので、労作時の体温が上がる可能性がありま
す。そのため、首を冷やしたり、ときどきマスクをとって熱を逃がす
ようにしましょう。スポーツ庁は、マスクをしていつも通りの運動を
すると負荷やきつさが上がることがあるとして、運動速度を落とす
などの調整をするよう求めています。
　マスクを付けながら暑さを上手に乗り切るためには、いつも以
上に「こまめに水分補給を」して熱中症を予防していきましょう！看科大［16号］クイズ･プレゼント

2019年度、本学の看護師・
助産師・保健師国家試験の
合格率は、（　　）％

（　　）の中に正しい数字を入れ、下記のとおりは
がきでご応募いただくか、クイズの答えなど１～５
までを記載して、メール （koho@oita-nhs.ac.jp）
でご応募ください。正解者の中から抽選で３名様
に図書カード （2,000円分） をプレゼントします。
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4．氏名（年齢）
5．記事のご感想や
　  本学へのご意見

【締め切り】令和２年８月31日 当日消印有効
当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
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問 題

Information［お知らせ］

大分県立看護科学大学
未来応援基金

寄付をいただいた皆様へ

　この度は、「未来応援基金」にご賛同いただきありがと
うございました。皆様の温かいお心遣いに感謝申し上げ
ます。
　皆様からの貴重な寄付金は、学生の学業の継続や、地域
連携の更なる充実、国際化・グローバル化への対応等、学
生・大学院生の活動を支援するため、大切に使わせてい
ただきます。
　今後とも本学への応援をよろしくお願いします。

令和元年度寄付金額

　個人・団体総合計　　514,000円
　※平成30年度からの累計額：3,771,000円

寄 付 者 の ご 紹 介

　2020年３月末までにご寄付をいただいた方で、掲載
に同意をいただいた方を掲載しています。掲載について
は、五十音順とさせていただいています。
■ 個人（９名）
　伊東　朋子 様
　稲垣　　敦 様
※お名前の掲載に不同意とされた方　７名

■ 法人・団体等（１名）
　大分県勤労者医療生活協同組合 様

yoshida
ノート注釈
ここにも「小まめ」がありましたので「こまめ」としました。


